
▎獣医学部 

▋獣医学科 ▋動物応用科学科 

 

▎生命・環境科学部 

▋臨床検査技術学科 ▋食品生命科学科 ▋環境科学科 

 

▎ 

 

文部科学省の教育プログラムとして、全国の大学で唯一採択された 
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さくらの専門家を招き、誰もが気軽に 講座では日本固有のかなを「いろは」から始

ユニコムプラザさがみはらで開催されるイベントの一部を紹介します LINE UP！  

 

■さがみはら地域づくり大学 受講者募集中！ 

 さがみはら地域デビュー～仲間と魅力あふれるまちづくり～ 

「専門講座」     ８講座が 9 月よりスタート （受講料：1 講座 1,900 円） 

「テーマ実践編」 地域活動入門/社会起業入門/防災知識/さがみはら魅力発見 

 「スキル習得編」 マーケティング/情報発信の極意/会議運営のコツ/デジタル広報入門 

編 集 後 記  

 今月の表紙は、麻布大学様を取り上げました。いのちの博物館では「研究内容」、「動物標本」、「歴史

資料」を一般に公開しています。また、キャンパス内の動物飼育エリアでは、馬、牛、豚、羊、犬、鶏

など、実習用や研究用の動物が飼育されています。        ユニコムペーパー編集担当 

編集：発行：相模原市立市民・大学交流センター（ユニコムプラザさがみはら） 

指定管理者 公益社団法人 相模原・町田大学地域コンソーシアム 

ユニコムプラザ 

さがみはら HP 

■午後２時～３時はオーサーズカフェ！！ 

◆7 月 9 日 (土) きく力は生きる力 

穐田（あきた）照子 氏 

（元桜美林大学リベラルアーツ学群 言語コミュニケーション学科 准教授） 

◆7 月 23 日 (土) 『高齢者住宅』の基礎知識～私らしい最期を迎えるために～ 

遠藤 成幸 氏（ロイヤル介護入居相談室 ボーノ相模大野相談室室長） 

 

■「まちづくりモデル事業」実施のお知らせ  

美味しんぼキッチン・絵本カフェ・チョコリラ 

アトリエ重松びじゅつ広場 など開催予定！ 

■ユニコムプラザ・マルチスペースのイベント情報  

◆7 月 10 日      「第２回 つながるフェス ふたご・みつご and more in さがまち」 

◆7 月 16 日～22 日   「第 10 回彩永会 展示会」 

◆7 月 28 日～8 月 1 日 「写遊会展示会」 

◆7 月 30 日～8 月 5 日 「御結美Ⅱ」 

・問合せ：TEL 042-701-4370 マルチスペース・イベント担当 

 

 

申込不要・参加無料 

 

ユニコムプラザさがみはらの大学情報コーナーに出展している大学等の地域連携活動をご紹介しています 

詳細はユニコム HP を参照!! 

【募集】第 10 回まちづくりフェスタ「交流展示会」出展団体 
☆「まちづくりフェスタ」とは？ 年に 1 回、大学と地域の交流を目的としたユニコムのイベントです。 

「交流展示会」では各団体の活動を展示形式で紹介！昨年度は各団体の展示を１ヵ月間の行い、 

大学・研究機関・地域団体・NPO 法人等 31 団体の出展がありました！今年の出展団体を募集します！ 

展示内容：市民の方に発表したい活動・研究の発表 

展示場所：ユニコムプラザさがみはら 

展示方法 ①パネル展示：（Ａ０サイズまでを想定）枚数は 1 枚程度（応相談） 

②作品展示 ：アクセサリー、美術作品、立体的な作品（要相談） 

③映像展示 ：モニターにて展示 

詳細は↓ 

詳細は⇒ 

出る杭を引き出す教育プログラム  

高校-大学-大学院をシームレスにつなぎ、参加者のやる気を見出し「出る

杭」をさらに伸ばすことを目指しています。 

 

今月の表紙 



公式Twitterの開設１周年を記念して、ご自宅からでも“麻布大学いのちの博物館”を鑑賞できるバーチ

ャル博物館を開館しました。スマホやPCに加え、「MetaQuest2（VRヘッドセット）」での閲覧にも対応

しています。詳しくは上記QRコードより、公式Twitterをチェック！！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PICK UP！   CLOSE UP！  

 

今月の表紙、麻布大学のご紹介です。 

【橋渡し事業】 大学の授業課題で地域団体にインタビュー！！ 

 

６月２日、富士見小学校 6 年４組の「総合学習」の授業の中で、「大

学生の意見が聞きたい！」という依頼がありました。青山学院大学コ

ミュニティ人間科学部の有志５名が実際にクラスを訪れ、小学生と

「コロナ禍で困っていること」「地域の活性化のために出来ること」に

ついて意見交換を行いました。現在も交流継続中！当日の様子は、富

士見小学校の HP で公開中！http://www.sagamihara-fujimi-

e.ed.jp/ 

【まちづくりモデル事業※】 新しくスタートしています！ 

ユニコムの「まちづくりモデル事業」は大学と
地域の連携を促進するための事業です。今回、学
生から授業の課題で地域団体を調べたいとユニ
コムに協力依頼があり、「まちづくりモデル事業」
の「絵本カフェ・チョコリラ」の皆さんを紹介し
ました。ユニコムにてインタビューとアンケート
の実施が実現！学生の学びをアシストです！ 

 

親子のためのびじゅつ教
室開催！「多様性」を重視
し、想像性を開花させる親
子で楽しむワークショッ
プです。今回は「和紙染め
＆オリジナルうちわ」。色
鮮やかな作品がたくさん
出来ました！ 

ユニコムプラザさがみはら自主事業からのお知らせです。 

【団体名】 
アトリエ重松 
びじゅつ広場 

 

【団体名】 
さがじょ 
メディアカフェ 

【団体名】 
横浜国立大学 

バウンダリ・ 

スパナー・ 

デザイン研究拠点 

 

※ユニコムプラザ認定の地域団体と大学等が連携し、地域の活性化を目指す事業 

【学生スタートアップ事業】写真部展覧会！（横浜国立大学） 

ユニコムのロビーでは、学生の作品を
地域の方に見て頂く展示が出来ます！ 
6月12日～26日は横浜国立大学写真

部の展示を開催。様々な風景写真でユニ
コムが華やかに！多くの方がじっくり
と見入っていましたよ。7月は、和光大
学芸術学部託摩ゼミ「小さな世界展」、ユ
ニコム初登場、北里大学写真部の展示会
も予定しています。 横浜国立大学写真部 

相模女子大学メディア情
報学科の教員による講義
とディスカッション。第 1
回はマンガ「どろろ」をテ
ーマに、雑誌と単行本の違
いを、時代背景と共に解
説！なるほどがいっぱい
の 1時間半でした！ 

「転ばない社会」を目指
した研究・製品開発をす
る研究の市民向け体験
会。学生と一緒にディス
カッションも展開し、ま
さに市民と大学の連携が
実現中！ 

和やかな雰囲気で話が弾みました！ 

開催報告 

自宅で体験！ 

『いのちの博物館VR』を公開 

▎開館日時 

月曜日～金曜日10：00～15：30 

（入館は15：00まで） 

※「ハンズオンコーナー」は当分の間、 

活動を休止します。 

▎入館方法   ▎入館料 

 

事前予約制      無料 

（電話もしくはメールにより行います。） 

▎お問い合わせ 

042-850-2520（直通) 

museum@azabu-u.ac.jp 

 

▎麻布大学いのちの博物館（新たな取り組み） 

▎リュウグウサンプルのレプリカ、公開中！ 

 
「はやぶさ2」が小惑星リュウグウから持ち帰ったサンプルの中で、3番

目に大きいものの精密なレプリカを現在展示中です。麻布大学いのちの博

物館へ、どうぞお気軽にお越しください。 
レプリカの写真 

左：実物大 右：10倍に拡大（©JAXA） 

▎イヌがヒトの最良の友になるための遺伝的な手がかりを発見 
 獣医学部動物応用科学科の外池亜紀子博士、永澤美保准教授、菊水

健史教授、茂木一孝教授は、ストレスホルモンであるコルチゾールの

産生に関与するメラノコルチン2受容体遺伝子の2つの変異が、ヒト

と交流しコミュニケーションをとるためのイヌの社会的認知能力を

発達させ、イヌの家畜化に関連している可能性があることを明らかに

しました。本研究成果はNature系列の国際科学誌「Scientific 

Reports」オンライン版に2022年6月9日に掲載されました。 

 
▎研究のポイント（本研究で新たに分かったこと） 

 ▋日本犬をはじめとする遺伝的にオオカミに近い古代犬種は、欧米犬種に比べて、解決できない問題に直

面した時に、ヒトに依存する行動を示さない。 

▋ストレスホルモンであるコルチゾールの産出に関わる遺伝子多型が、イヌが自力で解決できない課題を

出されたときにヒトをみつめる頻度に関連していた。 

▋ストレスホルモンであるコルチゾールの産出に関わる遺伝子多型は、ヒトの指差しジェスチャーの理解

にも関連していた。 


